
令和６年 11 月  主な市民の声  

問合せ：秘書広報課  ☎ 773-6658 

◇共同墓・小動物墓の設営について  

【ご意見・ご提案など】  

 ここ最近は故人となられた方が無縁仏となるケースやご

子息が県外転居される際に墓 終いを済ませて しまうパター

ンも多々見受けられます。今後このようなケースが増えて

いくように思います。設置場所については市所有の里山を

活用し、設営してはいかがでしょうか。管理運営について

は市主導のもとシルバー人材センターを活用する形をとっ

ては、どうかと思います。ご検討のほど、よろしくお願いし

ます。  

（令和６年 11 月７日）  

【お返事】  

共同墓については、当市においても墓終いの申請が増加

しており、永代供養墓の需要が高まって います。このよう

な傾向にあわせて、樹木葬やモニュメント葬を提供する民

間企業や宗教法人が増加しており、ニーズに応じたお墓の

整備が進んできているものと捉えて います。また、小動物

墓につきましても、ペット用のお墓を提供している宗教法

人が市内にあります。  

したがいまして、現状において市として新しくこれらの

墓地を整備する考えはありませんので、ご理解いただきま

すようお願いいたします。  

（担当：環境交通課）  

 

◇市報のとじ穴について  

【ご意見・ご提案など】  

 市報みなみ魚沼には、議会だよりなどにはあるのにファ

イルしておく穴がない。保存しておくには自分で開けなけ

ればならないが、道具がなく困る。ぜひ、穴をあけてほし

い。  

（令和６年 11 月 11 日）  

 



【お返事】  

 市 報 み な み 魚 沼 は 、 令 和 ６ 年 ５ 月 号 か ら 月 １ 回 の 発 行に

合わせて写真などを端まで配置できるようにとじ穴を廃止

しました。いただきましたご意見のとおり、お困りの方が

おられるようですので、令和７年１月号から再開すること

にしました。  

 （担当：秘書広報課）  

 

◇災害発生時の各種企業等との「災害時協力」の  

具体的内容の周知について   

【ご意見・ご提案など】  

 災害発生時における各種企業等との「災害協力締結」

は、市報を通じて周知されていますが、その具体的な内容

や詳細について知る機会が与えられていないと思います。  

 例えば、最も重要な飲料水についてどのようにして配布

されるのか、配布漏れ者等発生することはないのか、など

挙げれば切りがないですが、発生時のパニックを防ぐ意味

からも事前に詳しい内容について周知しておく必要がある

と考えます。  

（令和６年 11 月 11 日）  

【お返事】  

 災害発生時における民間企業等との協定につきましては、

市報では紙面の都合上すべてをすることができませんが、

市ウェブサイトで公開しており、そちらでは協定内容も掲

載しております。  

○市ウェブサイト  災害協定  

 

 

https://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/docs/2492.html  

 

ご意見に例示していただきました、飲料水など災害協定

に基づき民間企業等から提供される救援物資等につきまし

ては、基本的には、南魚沼市災害対策本部において指定避

難所を開設する際に、避難所で配布する ことになります。    

（市民の皆さまには、各家庭で非常持ち出し袋などに、最

https://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/docs/2492.html


低３日分の備蓄をお願いしていますので、この機会にご自

宅や周囲の方にもお声掛けいただければ幸いです）  

 （担当：総務課）  

 

◇原子力災害時の南魚沼市の受け入れ内容の周知

について  

【ご意見・ご提案など】  

 職場内で回覧された「新潟県の原子力発電」（令和６年

３月）を見て初めて、原子力災害時に当市が 柏崎市（北鯖

石・田尻地区）および小千谷市（東小千谷・千田・東山地

区）の各地区住民を市民会館ならびに道の駅（南魚沼雪あ

かり）および市役所大和庁舎を経由して避難先として受け

入れ、計 55 か所の避難所を開設する役割を担っているこ

とを知りました。  

 発生時のシミュレーションとして、どういう流れで、ど

こに設置（開設）する予定なのか、発生時のパニックを防

ぐ、または迎え入れる側の心づもり（意識醸成）という点

からも、「事前に知る」あるいは「知っておく」 ことは重

要です。  

 柏崎原発の賛成・反対というスタンスではなく、公表さ

れている資料について「より広範囲に周知する重要性」と

いう観点から、実行すべき重要な事 項と考えます。  

（令和６年 11 月 11 日）  

【お返事】  

 ご意見をいただきましたとおり、新潟県地域防災計画（原

子力事故災害対策編）に基づき、当市は柏崎市（北鯖石・田

尻地区）および小千谷市（東小千谷・千田・東山地区）の住

民の受入れ先となっており、来る令和７年１月２５日には、

今年度の新潟県原子力総合防災訓練が行われ、上記地区住

民の避難訓練も行われる予定となっております。  

 自然災害等により開設する指定避難所にも関係すること

から、行政区長への周知につ いて今後適切な方法を検討 し

てまいります。  

 （担当：総務課）  



◇六日町駅前の定期的除草・清掃について  

【ご意見・ご提案など】  

 当市の玄関口ともいえる六日町駅前広場のように「雑草

伸び放題の駅前」はどこにもありません。駅前のシャッタ

ー通りに輪をかけて、さらに「わびしさ」を強調する必要

はどこにもないはずです。  

 一度苦情を申し上げた際は、担当の職員の方々が雑草の

撤去をされましたが、シルバー人材センターの活用による

「定期的な除草・清掃対応」について検討願います。  

 客寄せイベントの企画ばかり熱心（先行）で、肝心のお

迎えする体制（気持ち）がお粗末では「本末転倒」です。

速やかなご対応を切に望みます。  

（令和６年 11 月 11 日）  

【お返事】  

 六 日 町 駅 前 の 雑 草 に つ い て 、 管 理 が 行 き 届 い て お ら ず大

変申し訳ございません。  

六日町駅前広場については、市職員による除草を年間 ３

回から４回実施しており、今年度については ４回実施しま

したが、雑草の繁茂が早い時期には除草が間に合わず、見

苦しい状況になっていたかと思います。  

今後は、定期的な除草、清掃を行い、適切な駅前広場管理

となるよう努めてまいります。  

 （担当：都市計画課）  

 

◇駅前のカラスについて  

【ご意見・ご提案など】  

 六日町駅周辺に恐ろしいほどのカラスが群れをなしてい

て、年々数を増してる気がします。 市は何か対策など検討

していますでしょうか。  

昨年末のニュースで長岡市もカラス問題で悩まされてい

て、市が本格的に掃討作戦に乗り出したと報じているのを

見ました。六日町駅周辺の樹木や送電線、駅構内架線など

おびただしい糞尿による汚れの被害で衛生面や健康面など

も懸念を抱きます。  

（令和６年 11 月 12 日）  



【お返事】  

六日町駅周辺のカラスの集団については、以前から市と

しても頭を悩ませている問題ですが、市街地では猟銃によ

る駆除ができないため、効果的な対策が見い出せない状況

です。  

近年、中心的なねぐらとな り糞害の目立つＪＲ六日町駅

については、ＪＲに対して、昨年ホーム等を清潔に保つよ

う市から依頼しました。清掃の回数が増えたことで、以前

より状況は改善されたと認識しております。また、駅自由

通路の下側鉄骨部分にはカラスが留まれなくなる剣山が部

分的に設置されていますが、これを増設する工事について

市とＪＲで協議を進めており、設置個所を増やして被害の

軽減に繋げたいと考えております。  

長岡市ではカラス対策として、従来からの拡声器に加え

て、レーザー機器による追い払い実証を始めたとの情報を

２年前に担当課で把握していますが、その後 に成果が出て

いるという情報はありません。また、県内各自治体が参加

する研修会でも効果が高いというような事例紹介はされて

おらず、カラス被害の対応は難しい課題です。  

一定の追い払いができたとしても別の場所に移動するた

め、根本的な解決は困難な状況ですが、引き続きカラス対

策の情報収集に努め、新しい機器など効果が高いものは取

り入れていくなど、被害軽減に取り組んでまいりますので、

ご理解いただきますようお願いいたします。  

 （担当：環境交通課）  

 

◇道の駅雪あかりのリニューアルについて  

【ご意見・ご提案など】  

①食と言えば産直野菜。  

②遊は子どもの遊び場。バーベキュー。デイキャンプ。  

③癒は足湯。天然温泉でゆったり過ごす。  

近年、大型道の駅では温泉が多く見受けられます。雪あ

かりでも温泉には、いろいろと規制があると思いますが、

市の観光を発展させる方法として考えていただきたいと思

います。  

（令和６年 11 月７日）  



【お返事】  

 道の駅南魚沼は、令和５年度に策定しました「道の駅南魚

沼再整備事業基本構想」（以下、基本構想）をもとに、基本

設計業務を進めている段階です。  

基本構想の中には、子どもの遊び場や温泉施設といった

機能も、整備を検討すべきものとして、挙げられています。  

今後、設計を進めていく上で、いただいたご意見を参考

にさせていただくとともに、市としましても、市内外の皆

さまに楽しんでいただける道の駅として魅力と利便性の向

上に努めてまいります。  

 （担当：商工観光課）  

 

◇六日町学校裏の土手の草刈り、トイレについて  

【ご意見・ご提案など】  

六日町小学校の裏の土手の草刈りをしてもらいたい。魚

野川の方はきれいに草刈りをするのですごく景観がよいで

す。  

また、その近くにあるトイレの多目的（洋式）は。電気

が付かなく、夕暮れ時にトイレに入っても暗いです。調べ

て直してください。  

（令和６年 11 月 21 日）  

【お返事】  

 六日町小学校の裏の土手の草刈りについて、ご指摘の場

所は新潟県の管理する河川区域が含まれていると思われま

す。いただいた意見は、新潟県に伝達します。  

 また、多目的トイレ照明の電灯の点灯不良について、ご

不便をおかけし申し訳ございません。現場にて故障個所を

確認しました。 11 月末には、雪囲いによるトイレ閉鎖期間

に入るため、来春以降に修繕工事を実施する予定です。  

（担当：建設課  維持管理班【土手の草刈り】    

都市計画課  施設班【トイレ電灯故障】 ) 

 

 

 

 



◇リサイクルボックスの設置について  

【ご意見・ご提案など】  

 食料品店店頭のペットボトルのリサイクルボックスの設

置については行政からの要請で設置していると聞きました

(お店が自主的に設置していると思ってました )。  

市内の一部のお店にはペットボトルのリサイクルボック

スは有ります。このことから、市内の設置していない大規

模商店にペットボトルのリサイクルボックスの設置を要請

して下さるようにお願いします。設置するしないはお店側

のスペースなどの制限もあるのでお店の理解を得た上での

事です。 SDGs の現在なので、限りある資源を再利用しま

しょう。  

（令和６年 11 月 22 日）  

【お返事】  

 食料品店等における資源物回収の取組については、環境

意識の高まりもあり、現在は多くの店舗で定着していると

ころです。  

市内の食料品店等おける資源物回収については、「店舗に

よる自主的な取組」となっており、市が要請したものでは

ありません。収集された資源物は、各店舗や運営会社のリ

サイクルルートにより再資源化が図られているものと認識

しています。   

現在は市と市内各店舗との連携等はありませんが、いた

だいたご意見のとおり、官民連携の取組については先進自

治体の事例もあることから、今後は持続可能な資源循環の

仕組みを踏まえ検討してまいります。  

 （担当：廃棄物対策課）  

  

◇市内学校の制服について  

【ご意見・ご提案など】  

まだ使える小・中学校、高等学校で使用した制服や体操

着について、いらない家庭からの寄付をお願いしてほし

い。全て揃えるのに 10 万円くらいかかるため、子育て世

代としてとても助かります。  

（令和６年 11 月 25 日）  



【お返事】  

 市では、年間を通じて、不要となった小・中学校の制服や

体操着の回収を行っています。  

それ以外に、 ３月の卒業式後から ５ 月の連休頃まで各公

民館でも臨時の回収を行いますので、その後は在庫が増え、

サイズや種類も増える可能性があります。  

なお、詳しくは社会教育課  生涯学習係（電話 773-6610）

までお問い合わせください。  

  （担当：社会教育課）  

 


